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の大要が紹介されている。   
ロシアの資本主義論として逸することのできないのほ，レーニンのそれである。だからレーニンの理論  
とプレハー／フの理論の比較は，重要な研究課題である0この課題にこたえて著者がおこなった研究が，  
補論に収められた2つの補論である。   
以上のはか，プレハけノフを中心において編まれたロシア資本主義論史の詳しい年表と内外の関係文献  
が付録としてつけられている。  
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  
ゲオルギー・ヴアレンチノゲィッチ・プレハーノフ（1856－1918）の思想がわが国にはじめて紹介され  
たのは大正10年（1921）であり，その後もこの思想家の論著の翻訳・紹介は，大平洋戦争による中断は別  
として，たえまなく行なわれてきたけれども，プレハーノフ研究というべきものはまだ現われていない。   
この論文は，対象を経済思想に限定しているとはいえ，プレハーノフに関する，本格的な研究として，  
わが国では最初の，しかも高い研究水準をしめしたものであって，経済思想史上の業績として内外に誇る  
に足りる。   
そもそも，経済思想史の内容は一定していない。むしろ論者の立場に応じてまちまちである。この論文  
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における経済思想史とは「経済理論と歴史理論とを奥機としてうちに含み，かっ実在への視線をもっよう  
な」それであって，普通の経済学史や経済学説史とはことなる。そしてこのちがいから，本論文の狙いが  






















後に，かれの遺産がレーニンによ って継承・批判・発展されてゆくのが概観されているのである。   
著者は文献蒐集のために異常な努力をかさね，集められたテキストを刻明に読みこなし，参考文献をあ  




る。   
本論文は経済学博士の学位論文として価値あるものと認められる。  
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